
チンとコンジュゲイトした同じペルオキシダーゼ

(シグマ社製,2.5%0.2-0.8/▲1)を注入し,

そこで取込まれ順行性および逆行性軸索流によっ

て遊ばれたペルオキシダーゼをテトラメチルベン

チジン法によって反応させ,遠心路と求心路の検

討を行った｡

外側隆起核を含む外側視床下部野,黒質,視床

下核などの領域の注入例では,標識された細胞群

は終脳城では線状体,前辺縁野,背側中隔核,無

名Tfなどで良も著明に認められ,これらから下行

する内81Il前脳束の一部が外側隆起核に入ると考え

られる｡迫心路の槙識線維は,線状体,ブローカ

の対内叩,側坐核.中隔野 (特に内側核)などに

内側前脳束を経て,密袋して侵入する.祝味では,

竹内側核や髄坂内核に入るが,視床外OIl核に入る

柑経もかなり存在する｡外側隆起核に固有な遠心

路.求心路については現在なお検討を加えている｡

究良知の ｢瀬木の帽子｣に関する研究
●

瀬 木 三 雄 (瑞穂短大)

矢内原 昇 (静岡薬大 ･薬)

藤 田 恒 夫 (新潟大 ･医)

伊 藤 漸 (群馬大 ･医)

小 林 繁 (山梨医大 ･医)

可世木辰夫 (可世木病院)

5ケ月以後のヒト胎児の十二指腸と空腸では肺

臓のランゲルハンス島に匹敵するとみなされる内

分泌細胞の巨大な娘団が.繊毛の先端部に存在す

る｡これは瀬木三雄が1935年に発見したことに因

んで ｢湖水の帽子｣と呼ばれる.本研究では,ヒ

ト以外の輔乳)乳 特にニホンザルとアカゲザルに

｢瀬木の帽子｣と同様の内分泌細胞集団があるか

どうかを検討し,存在する場合にはその構造と機

能を明らかにすることを目的とした｡

材料と方法 ニホンザルの胎児,4頭 (459,110

9,3309,6759)とアカゲザルの胎児,1頭

(4759)について光学銀徴鏡,消化管ホルモンに

関する免疫組織化学,透過型電子顕微鏡,走査型

'Fti子桁微銃による形態学的研究に必要な手法を用

いて.消化管の内分泌細胞に焦点をあわせて検討

した｡グルタールアルデヒド固定,パラホルムア

り982･5･8,死去｡

ルデヒド固定,Bouin固定を目的に応じて使いわ

けた.免疫組紙化学では,パラホルムアルデヒド固

定またはBouin固定の材料で良好な結果を得た｡

結果と考察 本研究によって解明されたのは以下

の3点に要約される｡

1.ニホンザルおよびアカゲザルの胎児にも ｢瀬

木の帽子｣に相当する内分泌細胞の集団が存在す

る｡ただし,この細胞集団の中に,短かい微細毛

を特徴とする上皮細胞が存在する｡これは,ヒト

胎児にはない｡この細胞の本休は不明だが,一応

変性途上の胎児性吸収上皮細胞とみなして今後の

検討をすすめる｡

2.ニホンザルとアカゲザルの胎児における ｢油

木の帽子｣に相当する構造は,ヒト胎児の場合と

異なり,上部小腸に限局せず,回腸および結腸に

も認められた｡

3.ガストリン,CCK.ソマトスタチンおよびモ

チリン産生細胞が兄い出された｡そのはかにセロ

トニン産生細胞が存在した｡

霊長類の発声器官の機能形態学的研究

葉 山杉 夫 (関西医大)

中川 宏 (大阪経済大)

岡 本 勉 (関西医大)

古 山修 一 (関西医大)

霊長頬の調音 (構音)と発声器官との梢築の比

較機能形態学的研究は霊長規の系統進化を論ずる

うえで重要な器官のひとつとしてあげることがで

きる｡ヒトの有節言語の系統進化を論ずる基礎的

研究として,調音 (舌骨装置)器官と発声 (喉頭)

器官との構築に関する基礎的研究を行った｡

資料は主として日本モンキーセンター柴栖研究

所資料室の霊長規晒骨および液浸標本9科30属6.4

種,約300例の舌骨装置と喉頭標本を用いた｡生

体での舌骨装置と喉頭の構築分析には,ニホンザ

ルのオス,成獣を用い,筋電図法,Ⅹ緑映画投影

法による分析に供した｡

舌骨装置の底舌骨正中矢状断面の形状の観察結

果から,皿状型.ヒトの舌骨休と同型の舟状型,

杯状型および杯状型の特殊化した水差状型の四型

に分校することができた.舌骨装置の底舌骨と甲

状舌骨 (大角)の形状は,喉頭軟骨と喉頭腔声門

の形状に大きく関与し,とくに甲状軟骨と喉頭室
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